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研究成果の概要： 
九州国立博物館の文化財用大型Ｘ線ＣＴ装置を駆使して九州所在木彫像の解析データ蓄積を

進めた。本調査によって得られた３次元画像をはじめとするデジタルデータは、対象木彫像の

内部構造把握や納入品検出に大きな成果をもたらしただけでなく、後補材使用箇所の把握や劣

化の現状把握にも高い効力を発揮した。得られた成果は、文化財の保存修復計画策定に向けた

基礎データとして所有者や地元文化財保護関係者に還元するとともに、九州国立博物館での展

示活動を通じて広く公開し、文化財保存の啓蒙に大きく寄与した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

2008 年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学 美学・美術史 
キーワード： 
文化財、X 線 CT、X-ray、CT Scanner、３次元画像、納入品、日本彫刻史基礎資料、九州彫

刻史 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
九州国立博物館（福岡県立アジア文化交流

センター）には、最先端の研究と展示と保存
という文化財に関する３つの柱からなる、最
新かつ理想的な文化財センターとしての基
盤が整っている。九州国立博物館（福岡県立
アジア文化交流センター）の使命とは、この

基盤を最大限に活かした独創的な研究や事
業を積極的に打ち出し、その成果を九州にお
ける文化財の保存と活用のために還元する
ことにある。 

そのようななか、九州国立博物館は全国に
先駆けて文化財用大型Ｘ線ＣＴ装置を導入
した。これまでの試験運用の結果、本訴打ち
は木彫像の内部構造解析に最も効力を発揮



することが明らかになった。木彫像の構造調
査は、従来、目視による表面観察を基本とし
てきたが、像表面の漆箔彩色が厚い場合は判
然とせず、破損あるいは修理解体の機会を待
たないと修正されなかった。しかしながら、
この装置の導入により、非破壊かつ短時間で
内部構造の科学的解析とデジタル記録が可
能になった。 
 
 

２． 研究の目的 
 
文化財用大型Ｘ線ＣＴによって解析され

た３次元画像をはじめとするデジタルデー
タは、技法（用材法、木寄法など）、内部構
造の把握や奉納物の確認などに絶対的な成
果をもたらすだけでなく、後世の修理状況
（後補材使用箇所の把握）や劣化の現状把握
（干割れの状況、腐食・虫喰の進行度の把握）
にも有効である。本研究で集積された九州所
在木彫像の解析データ及び基礎資料は、美術
史学上の研究進展をもたらすだけでなく、文
化財の保存修復計画策定に向けた基礎的デ
ータとして活用するとともに、展示を通じて
広く一般公開する。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、対象木彫像を九州国立博物館

（福岡県立アジア文化交流センター）まで搬
入することが前提となる。館内で以下のよう
な調査を実施し、その成果を展示という形で
広く一般に公開するとともに、所有者をはじ
め対象文化財の関係者と共有する。 
 
(１)Ｘ線ＣＴを用いた科学的調査 
 対象木彫像について、Ｘ線ＣＴによる断層
撮影スキャナを使って内部構造の調査と計
測をおこなう。なお、対象文化財は九州国立
博物館まで搬入する必要がある。 
 
(２)目視・表面観察による調査 
Ｘ線ＣＴによって得られた結果を、あらた

めて目視・表面観察により確認・検討し、対
象木彫像の構造、技法、保存状態の把握、修
復や展示活用に向けた基礎資料を蓄積する。 
対象木彫像についてはすべて写真撮影を

行う。写真は保存状態の記録として用いるほ
か、将来に予定される展覧会の図録や資料写
真集の刊行に活用する。また、各地の研究者
や文化財関係者および文化財所有者が広く
共有できるよう、将来的には調査成果のデー
タベース化を検討する。 
 
(３)精密非破壊分析の実施 
実体顕微鏡やデジタル顕微鏡装置により、

目視では得られない文化財表面の状態を調
査する。必要に応じて、ハンディ型蛍光 X線
分析装置、蛍光Ｘ線装置、Ｘ線回折装置等に
よる精密非破壊分析を実施し、材質・構造等
を精密に調査する。 
 
(４)調査成果の公開 
調査終了後、対象文化財は九州国立博物館

で展示公開する。その際、あわせて調査成果
も紹介する。本調査で得られた基礎資料は、
九州国立博物館の研究紀要をはじめとする
諸雑誌にまとめ公開する。所有者をはじめ、
地元の博物館・美術館、教育委員会等の文化
財関係者にも調査成果を提供することで、対
象文化財の保存修理計画策定に役立てゆく。 
 
 
４．研究成果 
 
 2007 年度及び 2008 年度の２カ年で、九州
所在木彫像として合計９件調査し、解析デー
タを蓄積した。 
2007 年度： 
① 九州国立博物館 阿弥陀如来坐像（収蔵品

番号 C5）、鎌倉時代（13世紀） 
② 福岡・善導寺 善導大師立像、福岡県指定

文化財、鎌倉時代（13 世紀） 
③ 熊本・個人 十一面観音立像、頭部：南北

朝時代（14 世紀）、躰部：平安時代（12
世紀） 

④ 熊本・青蓮寺 阿弥陀如来立像および観音
菩薩立像・勢至菩薩立像、重要文化財、
鎌倉時代･永仁 3年(1295)院玄作 

⑤ 大分・真木大堂 矜羯羅童子立像及び制吒
迦童子立像、重要文化財、平安時代（12
世紀） 

⑥ 佐賀・高城寺 蔵山順空坐像、重要文化財、
鎌倉時代･正安 2年(1300) 

2008 年度： 
⑦ 鹿児島・南洲寺 不動明王立像、鹿児島県

指定文化財、平安時代（12 世紀） 
⑧ 佐賀・大興善寺 十一面観音坐像、面部：

室町時代（16世紀）、体部：江戸時代（17
世紀） 

⑨ 福岡・御自作天満宮 天神坐像、頭部：室
町時代（15 世紀）、体部：江戸時代（17
世紀） 

 
④、⑥はこれまでの調査研究や解体修理時

に銘文等が確認され、制作年が明らかとなっ
ている基準作例であるが、こうした基準的作
例の内部構造について科学的解析を行うこ
とで、九州彫刻史の基礎資料を集成する絶対
的な情報が得ることができた。④については、
両足先の爪部分に用いられた金属をハンデ
ィ型蛍光 X線分析装置で分析した結果、銀製
であることが確認された。純銀製爪を付けた



ものとして初の検出例となった。 
①、②では体内納入品を確認することがで

きた。①は過去実施されたファイバースコー
プによる観察で、納入品があることは判って
いたが、今回の調査でその形状の詳細が確認
された。②では頭部の内刳りに人歯 2本が納
入されていたことが確認され、大きな話題を
呼んだ。 
④、⑤、⑦、⑧については当館文化財修復

施設における修理事業と連携した調査だっ
た。修理技術者とともに解析を行ない、解析
結果は修理設計時に役立てることが出来た。 
これらほとんどは、九州国立博物館におけ

る展示活動（特別展もしくは文化交流展示）
と連動させることができた。解析成果を３次
元画像とともに展示の解説キャプションに
盛り込んだり、新聞記事で成果を積極的に伝
えるなど、一般の方々への広報に努めた。 
この 2 カ年で蓄積したデータについては、

今後も解析と整理を進め、調査対象の基礎資
料や解析成果の公開・公表を順次行ってゆく
つもりである。それにより、九州彫刻史のみ
にとどまらず、日本彫刻史基礎資料としての
活用が期待される。 
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